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(r、φ )で表すと、位相因子 )exp( Liφ とガウス型の強度分布
を持っているビームである(図 1)。ここで、L は光
が持つ軌道角運動量に対応する整数である。この光記録効果に





 [実験] 本実験では、拡げたレーザー光を空間光位相変調器(浜松ホトニクス社製 LCOS-SLM)に通









強度分布を持った LG ビームの作製を可能にした (図 2)。 
























 L=3[結果] L＝5 の LG ビームで光記録を行い、L＝3～7 の LG
ビームで読み出しを行った場合の実験結果を図 3 に示す。図
3 より、L =5 で読み出しを行った時のみ試料からの発光強度
の減少が見られ、L がわずかに異なる状態においても LG ビ
ームの識別が可能であることが分かった。 
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